
  学校だより ５月号   

       
                            2018年（平成30年）５月１日 

 

活力に満ちた新緑の季節 

教頭 藤井 生也 

 

校庭の木々の新緑が、爽やかな風に吹かれています。これから力強く青々とした

木々の葉へと成長していくことでしょう。新年度がスタートして約１ヶ月が過ぎまし

たが、子どもたちは元気に学校生活を送ることができています。その中でも、音読タ

イムでは、子どもたちの生き生きとした声が、教室から職員室まで届いてきます。子

どもたちの生き生きとしている姿は、活力に満ち、新たなことをたくさん吸収してい

けそうです。木々の成長と同じように、二見西小の子どもたちも日々成長していくこ

とを願っています。５月には、野外活動（４年）や芸術鑑賞会、新体力テストなどの

行事が控えています。学習や各行事などの様々な体験活動を通して、子どもたち、一

人一人の人間的な成長につなげていきたいです。引き続き本校の教育活動に対するご

理解とご協力のほどお願いいたします。 

また、５月２日（水）は、今年度第１回目の授業参観日です。学習に取り組む子ど

もたちの様子を保護者の方々にぜひご覧いただければと思います。その後のＰＴＡ総

会への出席もよろしくお願いいたします。なお、ご来校の際には、「西っ子見守り隊」

名札の着用をお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有意義な連休を 

お休みが続きます。季節の変わり目という

ことで体調を崩す子どももいます。新学期が

始まり疲れも出てくる頃です。ゆっくり休ん

で体調を整えてほしいと思います。 

また、いろいろなところに行って見聞を広

めることもとても大切です。日頃できないこ

とを、計画している方もいらっしゃると思い

ます。ゆっくりとお子さんとの時間をとって

いただき、有意義な連休を過ごしてほしいと

思います。 

ご協力ありがとうございました 

 

 ４月１８日からの家庭訪問におい

ては、お忙しい貴重な時間をいただき

ありがとうございました。 

 保護者の方々のお考えやご家庭で

のお子さんの様子をうかがうことが

できました。今後の学校での生活や学

習などで十分に確認しながら教育活

動に活かしていきたいと思います。 



本年度の校内研究について 

 

校内研究担当 手島 徹也 

 

 

■めざす子どもの姿■ 

学びとくらしをつなげる子 

 

■研究テーマ■ 

国語科授業を中心に据えた伝え合う力の育成 

 

 

平成２７年度に二見中校区 UNITの研究発表が一段落し、２８年度から本校

独自の校内研究が再び動きはじめました。そして、２９年度より、国語科に

教科を絞って研究をすすめることになりました。 

研究主題は昨年度と同様に「国語科授業を中心に据えた伝え合う力の育成」

です。そのために、授業の中での「話し合い活動」を大切にします。そこで

は、自分の意見を言ったり、仲間の声を聴いたりする活動をくり返し行って

いきます。そして、互いの意見を理解し合おうという姿勢を大切にしたいと

考えています。 

また、めざす子どもの姿を「学びとくらしをつなげる子」としています。

昨年度は、「学びをくらしにつなげられる子」でしたが、学びからくらしへの

一方向ではなく、学びとくらしが双方向でつながることをイメージし、この

ような姿を設定しました。 

このように、学びとくらしがつながるような話し合い活動を充実させるこ

とで、子どもたちの「伝え合う力」を育てていきたいと考えています。そし

て、伝え合う力の育成が、子どもたちの学力向上にも必

ずつながってくるはずです。学校だけではなく、家庭と

地域と連携しながら、子どもたちの持っている力を伸ば

していけたらと思います。 

 

 



生活目標・清掃活動について 

生徒指導担当 北芝 靖正 

１．生活目標 

二見西小学校で過ごす全ての子どもたちが、気持ちよく・安心して・安全に学校生活

を送ることができるように、「生活目標」を掲げています。そして、その達成に向けて、

運営委員会を中心に全児童で取り組んでいます。 

今年の生活目標は、「プライド６（シックス）」です。 

 

 

 

 

 

 

 

また、これら６つの生活目標から、毎月の重点事項を代表委員会で話し合って決めて

いきます。 

子どもたちだけでなく、教職員も生活目標を意識して、誰もが過ごしやすい二見西小

学校にしていきたいと考えています。 

 

２．清掃活動 

生活目標にもある「そうじ」。本校では「自問清掃」という清掃活動があります。その

取組を始めて今年で６年が経ちます。 

あまり耳なじみのない言葉だと思いますが、自問清掃は、＜心を磨く魔法の清掃＞と

言われ、＜子どもたちの自主性を伸ばす＞ための清掃活動です。 

自問清掃には、＜がまんそうじ・親切そうじ・見つけそうじ・感謝そうじ・正直そうじ＞と

いう５つの方法があります。本校ではこれまで、＜がまん・親切・見つけ＞そうじに取

り組んできました。昨年から＜感謝・正直＞そうじにも取り組んでいます。 

そして、これらの清掃活動を満足に行うことが最終目標ではなく、それを通して、「自

分の心を磨く」「自分で考えて行動する力を高める」「自分を成長させる」ことが一番の目標で

す。 

そうじの時間には、１５分間黙って静かにそうじに取り組む児童が増えてきました。周

りに気を配り、困っている友だちを助けたり、協力したりする

姿も見られます。さらには、教室やろうか、手洗い場の隅々ま

で汚れを見つけ、きれいにするために一生懸命磨いている児童

の姿も増えてきました。毎日１５分間の清掃活動を大切にし、

自分のために、最後まで努力できる人になってほしいと願って

います。 

あいさつ・・・自分から、相手の目を見て気持ちよく！ 

そうじ・・・自問清掃を通して、自分を成長させる 

時間・・・チャイム着席を心がけ、けじめのある学校生活を送る 

移動・・・２列に並び、静かに校舎内を移動する。 

習慣・・・誇りをもてる、より良い習慣 

仲間・・・あなたもわたしも大事な仲間 


